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人口の動き

11月1日現在 前月比

6 5. 915 +104 
3 1.7 4 7 + 45 
3 4.1 6 8 + 59 
1 9.0 3 2 + 44 
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古代人の生活文化を学ぼうと、郡中学校(前田仁校

長)の1年6組の生徒たちが、校庭につくった露天掘

りの窯で土器づくりに挑み、見事成功しました。

乙の指導をしたのは美術担当の岩田激幸先生で、カ

メやツポ、水差しなどをロクロも使わず、縄文土器そ

っくりの作品をっくり上げました。

焼く材料の木材はPTAの人たちがトラック 2台で

運んでくれるなど、学校と父兄との協力が土器づくり

に一役買った形です。
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1月2日-6日

f角館町ヘ ¥ 

し-中学生14人を派遣J

姉
妹
都
市
角
館
町
(
秋
田
県
)

と
の
友
好
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と

太
村
市
の
中
学
二
年
生
十
四
人
を

派
遣
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
今
夏
の
角
館
町
か
ら

の
中
学
二
年
生
十
三
人
の
訪
問
に

一

福

祉

基

金

ヘ

寄

付

一

一

岩

松

郷

の

冨

崎

キ

ヨ

さ

ん

一

一
冨
崎
キ
ヨ
さ
ん
は
、
亡
夫
八
乙
の
尊
い
ど
遺
志
を
十
分
に
一

一
重
光
さ
ん
の
忌
明
に
際
し
、
そ
生
か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
福
一

一
の
ど
遺
志
に
よ
る
も
の
と
し
て
祉
行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
一

一

三

十

万

円

を

社

会

福

祉

の

た

め

く

予

定

で

す

。

一

一

に

と

寄

付

さ

れ

ま

し

た

。

一

姉妹都市交歓交流

※ 

あ
な
た
の
車
は
大
丈
夫
?

応
え
て
、
本
市

の
明
日
を
担
う

少
年
使
節
を
角

館
町
に
派
遣
し

教
育
的
視
野
を

広
め
る
と
と
も

に
、
相
互
に
理

解
と
親
善
を
深

め
る
乙
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

す
。期
間
は
一
月

二
日

t
六
日
ま

で
で
、
角
館
に

一
一
泊
〈
民
泊
)
、

寝
台
車
に
二
泊
の
四
泊
五
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〔
日
程
〕

マ
一
月
二
日

長
崎
空
港
発

羽
田
空
港
着

上
野
駅
か
ら

寝
台
車
に
乗

車
マ
一
月
三
日

角
館
町
着
、

歓
迎
式
に
参

加
、
史
跡
・

施
設
め
ぐ
り

(
常
光
院
官

軍
墓
地
参
拝

武
家
屋
敷
、

伝
承
館
、
美

・

術
館
な
ど
)
、
民
泊

マ
一
月
四
日
田
沢
湖
め
ぐ
り
、

少
年
交
歓
大
会
に
参
加
、
火
振

り
か
ま
く
ら
、
郷
土
芸
能
を
見

物
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
、
民
泊

マ
一
月
五
日
秋
田
市
内
見
学
、

送
別
式
に
参
加
、
角
館
発
(
大

曲
駅
か
ら
寝
台
車
に
乗
車
)

マ
一
月
六
日
上
野
駅
着
、
東
京

見
物
、
羽
田
空
港
発
、
長
崎
空

港
着
、
解
散
式
(
市
役
所
)
に

参
加

〔
派
遣
団
員
〕

マ
田
下
陽
一
〈
萱
瀬
中
)
マ
開
健

一
(
玖
島
中
)
マ
鳥
山
哲
郎
(
玖

島
中
)
マ
藤
原
隆
司
(
西
大
村
中
〉

マ
田
崎
修
、一
(
郡
中
〉
マ
中
島
邦

男
(
郡
中
)
マ
黒
川
恵
子
(
西
大
村

中
)
マ
本
多
照
美
(
西
大
村
中
)
マ

鈴
木
順
子
(
萱
瀬
中
)
マ
山
本
一
恵

(萱
瀬
中
)
マ
佐
藤
葉
子
(
玖
島
中
)

マ
一
瀬
泰
子
(
玖
島
中
)
マ
嶋
原
晴

O 

簡

易

保

険

美
(
郡
中
)
マ
沖
田
尚
美
(
郡
中
)

〔
引
率
者
〕

マ
楠
本
清
一
郎
(
市
教
育
委
員
会

少
年
セ
ン
タ
ー
主
事
)
マ
西
山
昭

(
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長
)
マ
中
瀬
正
隆
(
吾
往
会
会

長
)

く〉

O 

前

納

払

込

み

の

利

用

を

カ
月
分
の
二
分
の
一

。
一
年
の
場
合
は
一
万
円
で
一
カ

月
分
順
次
、
払
込
み
年
数
に
応
じ
て

有
利
な
割
引
き
と
な
っ
て
い
ま
す

大
切
な
お
金
を
上
手
に
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
十
二
月
の

よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
入
る

時
期
に
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

。
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
払
込
み
は
お
早
め
に

保
険
料
の
払
込
み
が
な
い
ま
ま

三
カ
月
を
経
過
し
ま
す
と
、
保
険

契
約
の
効
力
は
な
く
な
り
、
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
保
障
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

お
手
持
ち
の
保
険
料
領
収
帳
を

今
一
度
お
確
め
下
さ
い
。

(
大
村
郵
便
局
)

自
動
車
の
中
を
荒
ら
す
車
上
ね
ら
い
が
増
え
て
い
ま
す
。
車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
施
錠
を
。

火握りかまくら

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
十

二
月
を
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

月
」
と
し
て
簡
易
保
険
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
、
お
得
な
保
険
料
の
払

込
方
法
の
お
知
ら
せ
や
、
保
険
料

の
払
込
み
が
月
遅
れ
と
な
っ
て
い

る
ご
契
約
の
保
険
料
払
込
み
の
お

勧
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
保
険
料
の
払
込
み
は
割
引
き
の

あ
る
前
納
払
込
み
で

毎
月
の
保
険
料
を
、
前
も
っ
て

ま
と
め
て
お
払
込
み
い
た
だ
き
ま

す
と
(
財
形
貯
蓄
保
険
を
除
く
)

次
の
よ
う
な
割
引
き
を
行
い
ま
す

〔
例
〕
月
額
保
険
料
が
一
万
円
の

場
合

。
払
込
月
数
が
三
カ
月
の
場
合
、

割
引
額
は
千
円
で
一
カ
月
の
十

分
の
一

。
六
カ
月
の
場
合
は
五
千
円
で
一
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献
血
に
ご
協
力
を
グ

昭和55年12月1日
q削11川111111川1IH1111川111111川H川IIl1nllll附1問目111111111川11削1111川111川1111川11川11川11111川11川111刷IIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIII削111川11川H川11川1111川11削UIII川川111111刷11111川111I1II1II11II1I1I1II1II1111I1I1II11I1II1I1I111H1I1II1l

お

ヤ
ヰ
用

献
血
車
巡
回
目

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

始

ま

る

恒
例
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
」
が
、
今
年
も
十
二
月
一
日
か

ら
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
全
国
的
に

行
わ
れ
ま
す
。

し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
の
で
す

乙
れ
ら
の
お
金
は
生
活
困
窮
世

帯
や
ね
た
き
り
老
人
、
肢
体
不
自

由
児
、
各
施
設
な
ど
に
配
分
さ
れ

這
口
意
の
灯
4

は
全
国
で
明
る
い

光
を
と
も
し
て
い
ま
す
。

乙
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
は
じ
め

乙
れ
は
「
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て

明
る
い
お
正
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
運

動
(
十
月

t
十
二
月
V

の
一
環
と

り

一

お

知

ら

せ

一

市

議

会

で

虚

礼

廃

比

一

一
こ
の
た
び
、
大
村
市
議
会
に
暑
中
見
舞
状
並
び
に
年
賀
状
に
一

一
お
き
ま
し
て
は
、
新
生
活
運
動
つ
い
て
は
、
廃
止
す
る
こ
と
と
一

一
推
進
の
一
環
と
し
て
、
虚
礼
廃
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
一

一
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
結
果
さ
ん
に
お
か
れ
で
も
、
乙
の
趣
一

一
暑
中
見
舞
状
並
び
に
年
賀
状
の
旨
を
ど
理
解
の
上
ど
協
力
賜
わ
一

一
自
粛
を
申
し
合
せ
ま
し
た
。
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
一

一

し

た

が

い

ま

し

て

、

議

員

の

す

。

一

おおむ市政だより(3) 

町
総
代
、
婦
人
、
青
少
年
を
中
心

O 

公
給
領
収
証
を

市
役
所
玄
関
前

市

立

病

院

前

に
推
進
さ
れ
る
地
域
単
位
の
た
す

け
あ
い
と
、

N
H
K
が
放
送
を
通

じ
て
行
う
も
の
と
、
二
通
り
の
方

法
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
百
九
十
四

万
四
千
円
の
目
標
額
で
募
金
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
い
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

位
月
惚
日

(
福
祉
課
)

O 

O 

必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

十
二
月
は
忘
年
会
な
ど
で
飲
食

さ
れ
る
機
会
が
多
い
乙
と
と
思
い

ま
す
が
、
県
で
は
乙
の
十
二
月
を

「
公
給
領
収
証
制
度
推
進
月
間
」

と
し
て
、
県
民
の
皆
S
Jん
の
ど
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
そ
の
料
金
に
か
か

る
税
金
で
、
お
客
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

@
料
理
居
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ

エ
ー
な
ど
で
遊
興
飲
食
を
し
た

@ 
蔵飲と
、食き
す居
し〈
庖ス
、タ

レン
スド
トノぜ

ラ!
ン、
、酒

喫
茶
庖
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
)
で

一
人
の
料
金
が
二
千
円
を
超
え

る
と
き

@
旅
館
の
宿
泊
料
金
が
一
人
一
泊

四
千
円
を
超
え
る
と
き

@
旅
館
で
の
飲
食
料
金
で
一
人
の

料
金
が
二
千
円
を
超
え
る
と
き

皆
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
料
金
を

支
払
う
際
に
公
給
領
収
証
を
受
取

ー

る
乙
と
に
よ
っ
て
、
税
金
が
正
し

く
県
に
納
ま
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
い
乙
と
は
諌
早
県
税
事
務

所
(
雷
諌
早
③

|
O五
O
八
)
へ

9
時

ω分
1η
時

間
時

ω分
t
何
時
初
分

国

民

年

金

が

増

額

さ
き
の
国
会
で
年
金
改
正
法
が

成
立
し
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
年

金
額
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

改正された国民年金の月額

給 付 の 種 類 |現行額 |改正後 |

5 年年金 20.108円 22.600円

拠 老齢年金
10 年年金 24.741 26.550 
25 年加入 39.225 42.000 

出 40 年加入 62.766 67.200 

1 級 ド9791152250
年 2 級 39.833 141.800 

金 母子準母一子らが 1 人のとき 139.83~ 1川
母子加算の創設 o 1 15.000 

遺児年金11人のとき 139.833 141.800 

福 老齢福祉年金 1 以明治前44年の 4出月生1 者~120.000 122.500 
祉 1 級 lMlm 
年 2 級 20.000 122.500 

金母福 子祉・準年母子金1子らが1人のとき 126.000 129.300 1 

保
険
料
の
納
付
は

納

付

期

限

ま

で

l乙

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
月
は
第

三
期
分
(
十
月

l
十
二
月
)
の
納

付
期
限
で
す
。

も
し
、
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
万
一
、

事
故
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な

っ
た
と
き
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

事
故
に
あ
っ
て
か
ら
保
険
料
を

納
め
た
の
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん

も
う
一
度
確
め
、
納
め
忘
れ
の

分
は
早
自
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

(
保
険
年
金
課
)

備考1.改正後の5年年金は7月から21.600円iζ、8月から22.600円
になります。 2.母子加算の創設は8月からです。



(4) りおおむ市政だより

-
百
日
攻
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風

(
3
混
)

及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風

(
2
混
)
の
予

防
接
種

昭和55年12月1日
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該
種三第加二児てが初幼月生当
後四一免期 な完回児ま後者
十目期疫い了免でで二
二接の〕追第幼し 疫 、の十昼

百日咳・ジフテリア・破傷風予訪接種目程32
?T 
初
四 回
十品
八 ZE
カ色

※ 

カ
月

l
十
八
カ
月
に
至
る
期
間

の
幼
児

接
種
要
領
〔
第
一
期
〕

コ
一
週
間

ー
八
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
三

回
接
種

〔
第
二
期
〕
い
ず
れ

か
の
日
に
一
回
接
種

禁
忌
者
有
熱
者
、
か
っ
け
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
幼
児

オ
ー
l
u--時

一
/
/
劃

一同

一
2

/
一
も
で

1

1

1

1
一期

ま

/

/叩

一純

情

川
ー
ド
画
ト

ゾ

臼

配

創

刊

μ
/
一傷

午

1

1

1

1
一破

も

所

一
、
。
れ

張

一げ
U
I

出
一
テ
れ
凶

原
一
づ
行
間

世
ジ
に
時

;
i※
※

 

;よ張;klMlM|
諏訪公民館九治元
ニ浦出張所

鈴田出張所

22l川辺!日

耳

と

言

相

談

' ~議議ZX ! 
= 

\~，t~f:P飛酵炉

j おしらせ j 

葉

の

、全日本、で

見事金賞を受賞/

ブタの

料

金

無

料

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き

て
下
さ
い
。
母
子
健
廉
手
帳
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
持
っ
て
き
て

下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

-1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象
昭
和
五
十
四
年
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
三
年

十
二
月

l
五
十
四
年
四
月
生
ま

れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下

さ
い
。

日
時
十
二
月
十
二
日
・
十
六
日

午
後
一
時

i
一
時
三
十
分
受
付

市
役
所
第
一
会
議
室

無
料

料場
金所

日

抱
月
初
日
(
土
)

プタの日本ーを競う第9回全日本豚共

進会が11月10日から5日聞にわたって、

千葉県成田市で開かれ、矢上郷の三弦谷

邦夫さんの2頭のプタが見事金賞を受賞

しました。これは県下では初めての乙と

です。また、浦辺政春さんのプタが銀賞

三弦谷さんのもう一頭のブタが銅賞を受

賞するなど、すばらしい成績に関係者は

喜んでいます。

※
母
子
健
鹿
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。

-
老
人
健
康
診
査

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
増
進

の
た
め
、
六
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
で
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
会
長
あ
て
通
知
し
て
い
ま
す

の
で
地
区
会
長
に
申
し
出
て
下
さ

い
。
老
人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
の

人
、
ま
た
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
い
な
い
人
は
保
護
課
窓

口
で
記
録
票
を
受
け
取
り
、
受
診

し
て
下
さ
い
。

受
診
医
療
機
関
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
医
院

受
診
期
間
十
二
月
二
十
日
ま
で

午
後
1
時
I
3時 一

一
恒

例

一

一

新

年

名

刺

交

換

会

一

一
昭
和
五
十
六
年
名
刺
交
換
会
場
所
市
民
会
館
三
階
会
議
室
一

一
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
会
費
一
人
U

八

百

円

一

一
日
時
一
月
二
日
(
午
前
十
一
申
込
先
十
二
月
十
日
ま
で
に
一

一

時

か

ら

)

市

役

所

総

務

課

へ

一

-
原
爆
被
爆
者
の
子
の

健

康

診

断

父
ま
た
は
母
が
原
爆
被
爆
者
で

あ
る
人
に
無
料
で
健
寮
診
断
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
受
診
希
望
者
は
お

申
込
み
下
さ
い
。

対
象
者
原
爆
被
爆
者
の
子
で
六

歳
以
上
の
人
(
本
年
二
月

i
三

月
中
に
受
診
し
た
人
は
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
)

申
込
方
法

郵
便
ハ
ガ
キ
ま
た
は

受
診
申
込
書
(
保
健
所
ま
た
は

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)
に
住
所

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
大
村
保
健
所
ま
た

は
福
祉
課
へ

申
込
締
切
十
二
月
二
十
日

実
施
時
期
一
月
十
九
日

t
二
月

十
日
の
聞
に
実
施
予
定
(
受
診

希
望
者
に
は
後
日
通
知
)

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所
ま
た
は

福
祉
課
へ
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
被
爆
者
健
康
診
断

被
爆
者
の
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
対
象
者
に
は
個
人
あ

て
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
大
村

保
健
所
へ

被爆者健康診断日程

月日 | 場 所 | 対象地区

12.121竹松出張所 |竹松、福重、松原地区
16 I中地区公民館 |西大村地区
17 I市役所第1会議室 |大村、三浦、鈴田地区
18 i 11 大村地区

19 I 11 

-231福祉セジター |西大村、萱瀬地区
(受付時間 10:00~11:30 13:00~14:30) 



※ 

下
水
道

昭和55年12月1日
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集

-
長
崎
県
心
身
障
害
者

作
品
展
の
作
品

出
品
者
の
資
格
市
内
に
居
住
す

る
心
身
障
害
者
〈
児
)

種
目
手
工
芸
品
、
縫
製
品
、
刺

し
?
っ
、
絵
画
、
書
、
写
真
、

陶
器
、
彫
塑
、
工
作

会
場
・
開
催
期
間

〔
長
崎
会
場
〕
一
月
二
十
三
日

t

二
十
七
日
、
玉
屋
デ
パ
ー
ト

〔
佐
世
保
会
場
〕
二
月
六
日

i
九

日
、
玉
屋
デ
パ
ー
ト

りおおむ市政だより(o) 

あ
す
の
暮
ら
し
に

申
込
期
限
十
二
月
十
日

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

つ
づ
く
道

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

使

スリランカから

宝石大

圃
国
立
口
之
津
海
員
学

校
生
徒

募
集
人
員
・
修
業
年
限

〔
高
等
科
〕
四
十
人
、
二
年

〔
司
ち
ゅ
う
科
〕
四
十
人
、
一
年

受
験
資
格
①
昭
和
三
十
七
年
四

月
二
日

t
四
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
②
中
学

校
卒
業
以
上
の
人
(
来
春
卒
業

予
定
の
人
を
含
む
)
③
身
長

一
五
一
侃
以
上
、
体
重
四
一
回

以
上
、
そ
の
ほ
か
胸
囲
、
肺
活

量
、
握
力
、
視
力
、
弁
色
力
、

聴
力
な
ど
が
あ
る

入
学
試
験
二
月
十
五
日

学
科
試
験

(
国
語
、
数
学
、
英

語
)
、
面
接
、
体
格
検
査

願
書
受
付
一
月
七
日

t
二
月
七

スリランカの 、宝石大使、ウデニ・ボゲデ

ーラさんとミノリ・マノレガーラさんが11月12

目、戸島市長を表敬訪問しました。この2人

フェアのコンパニオンとして大村を訪れたも

ので、民族衣装のサリー姿で市長となごやか

句
、
・
!
t
、
・
!
t
、
t
‘
t
‘
・
!
・
1
t
、
・
1
t
‘
，
、
t
‘
-
l
・
t
・
-
‘
・
1
・
1
・
!
t
‘
・
!
t
‘
・
1
一

一

虚

礼

廃

止

に

つ

い

て

一

一

長

崎

県

議

会

一

一

長

崎

県
議
会
に
お
い
て
は
、
二
、
自
筆
に
よ
る
答
礼
も
廃
止
一

一
こ
の
た
び
、
虚
礼
廃
止

の

趣

旨

す

る

。

一

一
に
基
づ
き
、
各
会
派
一
致
し
て
三
、
団
体
名
、
会
社
名
、
そ
の
一

一
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
乙
と
他
法
人
等
の
肩
書
き
を
利
用
一

一
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
の
で
、
し
て
の
文
書
も
禁
止
す
る
。
一

一
県
民
皆
様
の
ど
理
解
と
ど
協
力
四
、
今
回
の
虚
礼
廃
止
は
、
県
一

一で宇一て
一
て
、
年
賀
状
、
年
賀
電
報、

暑

五
、
正
.
副
議
長
の
公
用
の
年
一

一
中
見
舞
等
の
時
候
の
挨
拶
状
賀
状
、
暑
中
見
舞
は
県
外
を
一

一

は

廃
止

す

る

。

除

き

廃

止

す

る

。

一

‘‘
 
.. 、.. 、.‘‘
.. ‘
 
.. 、.. 司、
.. 、.. 、.. ‘‘
 
.. ‘
 
.. ‘.‘‘ 
.. ‘
 
.. ‘
 
...... ‘
 
.. ‘
 
.. 、.. ‘
 
.. ‘
 
.. ‘
 
.. ‘
 
.. ‘
 
.. 

は、市内の時計庖で開かれたスリランカ宝石

※ 
校詳日
(しま
雷くで
口は
之 国
津立
二口
一之
五津
一海
)員

へ学

-
第
幻
回
県
民
体
育
大

会
成
績

十
一
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、

長
崎
市
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
、

大
村
市
か
ら
は
二
十
二
競
技
に
約

四
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
社
会
体
育

の
普
及
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
団

体
及
び
個
人
が
県
体
育
協
会
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

@
試
合
成
績
(
三
位
以
内
〉

iζ歓談していました。

〔
陸
上
〕
V
砲
丸
投
げ
(
四
十

t

四
十
九
歳
)
①
川
村
勝
信
V
走
り

幅
跳
び
(
二
十
二
歳
以
下
)
①
坂

崎
直
澄
〔
ソ
ウ
ト
ポ
l
ル〕

V

総

合
①
V
一
般
男
子

(
F
-
P
)
③

V

壮
年

(
S
・P
)
①
企
教
員

(
F
・
p
)
③
〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
〕
V
一
般
女
子
①
〔
軟
式
庭

球
〕
V
一
般
男
・
女
B
グ
ル
ー
プ

①
〔
卓
球
〕
V
壮
年
②
〔
柔
道
〕

V
成
年
②
〔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〕

V

一
般
男
子
③
V
一
般
女
子
③
〔
弓

道
〕
V
総
合
②
V
一
般
男
子
遠
的

②
V
同
一
般
女
子
②
V

遠
的
個
人

女
子
①
豊
田
梨
江
②
高
杉
佐
喜
子

マ
一
般
女
子
近
的
①
V

近
的
個
人

女
子
①
豊
田
梨
江
〔
銃
剣
道
〕
V

団
体
②
〔
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
〕
V
団

体
②
V
個
人
一
般
@
正
岡
清
V
壮

年
②
山
本
保
男
@
出
口
高
吉
V
シ

ン
グ
ル
②
赤
川
義
昭
V
少
年
①
野

副
義
隆
②
田
崎
秀
美
@
井
手
了
喜

〔
山
岳
〕
V
男
女
総
合
@
V
男
子

登
は
ん
②
V
同
縦
走
踏
査
③
V
同

総
合
②
〔
ラ
グ
ビ
ー
〕
V
一
般
B

バ

l
ト
②
〔
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
〕
V

総
合
②
V
団
体
成
年
男
子
エ
ペ
③

V
同
サ

l
プ
ル
@
V
同
フ
ル

l
レ

③
V
個
人
成
年
男
子
エ
ペ
②
東
山

V
同
サ
l
プ
ル
①
東
山
V
同
フ
ル

l
レ
①
東
山
V
成
年
女
子
フ
ル

l

レ
①
蒲
原
③
内
田
〔
ク
レ

l
射
撃
〕

V
団
体
③

@
受
賞
者

〔
社
会
体
育
優
良
団
体
賞
〕
V
大

村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
〔
社
会

体
育
功
労
者
賞
〕
V
中
島
泰
二

(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
)
V
田
崎

目
天
(
銃
剣
道
協
会
)

(
体
育
課
)

一

年

賀

状

、

小

包

は

一

一
早
目
に
お
出
し
下
一

一

さ

い

一

一
@
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
日
ま
一

一
で
に
、
小
包
は
十
二
月
十
五
一

一
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。
一

一
@
官
庁、

会
社
な
ど
で
年
末
年
一

一
始
に
休
業
さ
れ
る
場
合
は
、
一

一
休
業
期
間
中
の
配
達
方
法
を
一

一
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
に
書
一

一
面
で
ど
連
絡
下
さ
い
。
一

一
@
年
末
は
郵
便
が
ふ
く
そ
う
し
一

一
ま
す
。
大
量
に
差
し
出
す
予
一

一
定
の
あ
る
方
は
で
き
る
だ
け
一

一
十
二
月
十
日
以
前
に
お
出
し
一

一

下

さ

い

。

一

一

(

大

村

郵

便

局

)

一
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も

よ

お

し

-
さ
く
ら
荘

年
忘
れ
演
芸
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら

荘
」
で
年
忘
れ
演
芸
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
二
十
一
日
(
日
)

午
前
十
一
時
l
午
後
四
時
ま
で

場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

く
ら
荘

入
館
料
無
料
(
六
十
歳
以
上
の

市
内
居
住
者
)

.第
4
回
ミ
二
個
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
二
階

-

一

一建
一

一

一

額

一一

…
一
行
政
相
談
一

…

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

一
日
時
十
二
月
十
一
日

一
午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

一一，雪
t
u併設
J

一
(
毎
月
第
二
金
曜
日
〉 市

民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

l
l

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

-

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

h

…

I
l
l
i
1
1
i
l
l
-
-

日

時

十

二

月

十

二

日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午
-

ロ
ビ
ー
で
「
ミ
ニ
個
展
」
を
開
催

し
て
い
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12月は固定資蹴4M)(J) 期です

納期内に納めましよそ
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